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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 小学校小児生活習慣病予防健診 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

学務課

125

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

① 生活習慣病の予防[47]

その他

なし

64.3

27.5

２５年度

61.3

　

児童の成長期に生活習慣病の健診を実施することにより生活習慣病の早期発見に努めるとともに、生活習慣病に関心と自
覚を持ち、生活習慣の見直しを図り、将来の生活習慣病予防を目指す。

（人）受診者数

（％）

28.7

313

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

なし

下谷医師会・浅草医師会に健診を委託　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

（１）区立小学校に在籍する４年生の希望者等を対象にした健診の実施
（２）健診結果に基づき、医療機関・保健所・学校で指導
（３）講演会の開催

（％）

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

区立小学校に在籍する小学校４年生等

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

500

50.0

328

24.5

296

（５）区民主体のまちづくりの促進

あり 小児生活習慣病予防の推進

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

学校と連携を図り受診勧奨を行うなど、効率的に実施している。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 5,234 4,860 4,851

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

生活習慣病の予防を図るためには、成長期である子どもの頃から対策が必要である。

改善

評
価
結
果

学校においての受診勧奨や広報「たいとう」での受診勧奨を行っているが、受診者数は、それほど伸びていな
い。

3 健診については医師会に委託し、受診者にとって身近な協力医療機関で実施できるように配慮している。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

将来の生活習慣病予防を目指すために、生徒の成長期の健診の重要性を浸透させ、検討委
員会等で医師会、学校と連携し、受診率の向上を図る必要がある。また、自己チェックシートを
活用し、受診者の受診判断に利用してもらうと同時に受診勧奨につなげていく。

受診希望調査回答票の中に、生活習慣に関する自己チェック項目について、３つ以上の項目に該当があるかの結果
記入欄を設け、自己チェックの状況について把握が可能なように書式を変更した。

目的達成度 1

必要性

2,130

2,782 2,646

75

4,860 4,851

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

2,857 2,721

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

小学４年生健診受診率

翌年度健診で判定が改善された児童の割合

指標の名称

2,003

75

5,234

　決算額　　(単位：千円) 2,984

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

2,250

2,909

75

0

0

60.075.0


